平成２８年１０月定例教育委員会会議録
１　日　　時　　平成２８年１０月２７日(木)　午後３時

２　場　　所　　氷見市教育文化センター　３Ｆ　会議室
３　出席者　　山本晶教育長、北鹿渡文照職務代理者、橋本昭雄委員、柿谷政希子委員、
森節子委員
４　職務のため出席した事務局員

草山教育次長、上学校教育課長、光安教育総合センター所長、小境博物館長、定塚中央公民館長、東海学校給食センター所長補佐、柿谷学校教育課長補佐、竹口教育総務課主査、宮下教育総務課主査
５　協議事項
（1） 報告第１号　小・中学校教育充実のための要望事項について　（教育総務課、学校教育課）
 　　　　
６
　会議内容

（1） 教育長の挨拶
（２）教育長の報告
平成２８年９月２７日（火）から平成２８年１０月２７日（木）までの教育委員会所管事項を山本教育長が報告した。
（３） 協議内容

報告第１号について草山教育次長が説明し、承認された。
　　[質疑応答等]
　　　委　員：学校の環境整備について
　　　事務局：平成２６年度より各校２回の草刈を外部事業者へ委託している。新年度は、児童数の少ない小規模校等への回数増を検討する。
　　　教育長：Ｑ-Ｕ検査について、説明願いたい。

　　　事務局：Ｑ-Ｕ検査は、児童生徒の学級、学校の満足度を判定する心理検査であり、客観的な見地から、学級づくり、子どもたちの満足度を高めていく実践に有効である。学力の向上、いじめの未然防止、不登校の減少等、学校が好きになる、友達が好きになることに効果が期待できる。

新年度では、中学校については回数の増を、小学校については新規導入、専門家の招聘による指導について検討し、学校での学級づくりを継続的に支援していく。
　　　委　員：学習サポーター配置の５学級以下の学校とは。また、３５人学級選択制は、誰が決めるのか。
　　　事務局：学習サポーターを配置する５学級以下の学校は、複式学級のある学校である。学習サポーターは、教員免許を持った者であり、人数を確保できるよう配慮する。また、３５人学級の選択は、校長がする。
　　　委　員：若い教員の髪型等の指導は、誰がするのか。
　　　事務局：管理職である校長、教頭がする。児童生徒、教職員を含めた学校全体のマナーや雰囲気づくりを大切にしていきたい。服装や髪型等については、様々な見方、考え方があるが、教職員には、立場を考え、児童生徒や保護者から信頼されるように、自らを厳しく正すよう指導していきたい。
（４） その他
・「学校給食センター整備検討事業　先進施設視察報告」について、竹口教育総務課主査が報告した。
[質疑応答等]
　　委　員：これからいろいろなことを決定していくと思うが、アドバイザーの任期はいつまでか。
　　事務局：２８年、２９年度の２か年である。

今年度は機能面（食物アレルギー、食育、防災機能等）について検討し、中間報告を作成する。

来年度は、規模、建設場所の条件を検討した上で、整備計画案を策定する。

・１１月の行事予定を各所属長等が説明した。
（５）　１２月の委員会の日程を１２月２２日（木）に決めた。
（６） 教育委員の退任及び新任について
（７） “特別展「氷見の昔の道具たち」─民具からみる地域のくらし”資料説明
（８）　閉　　会　　午後５時３０分
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